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入院～化学療法前日 化学療法当日 退院日
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　 副
　 作
　 用
対へ
処の

 ・ 吐き 気が強いと き には薬を
   追加し ます。 我慢せずに言っ
   て下さ い。

食
事

 ・ 基本食です。
 ・ 食品アレ ルギーのあ
る
  方は入院時看護師に
  伝えてく ださ い。

安
静
度

 ・ 特に制限はあり ませ
ん

清
潔

 ・ 食前の手洗いと う が
い
   を 習慣付けて
   いき まし ょ う 。

説
明

・ 必要に応じ て吐き 気止め、 胃薬を 内服し ます。
・ 吐き 気など、 症状に合わせて点滴を 行います。
・ 貧血の強い場合には、 輸血を 行います。
・ 白血球の少ない場合には皮下注射を 行います。
・ 発熱時には抗生剤の点滴を 行います。
・ 便秘になり やすいので、 排便状況を 看護師に伝えてく ださ い。

検
査

 ・ 採血、 尿検査
 ・ 胸部レ ント ゲン、 な
ど

 ・ 必要に応じ て、 胸部レ ント ゲン、 採血
　 を し ます。 検査は前日に説明を し ま
す。

 ・ 吐き 気、 口内炎、 喉の痛み等が出てき たら 、 その都度
　 食種変更し ていき ます。 看護師にご相談下さ い。
 ・ 病院食を 中止し 、 差し 入れのも のを 食べて頂いても 結構です。

 ☆退院後の日常生活について☆
　 ・ 手洗いう がいはし っ かり 行っ て下さ い。
　 ・ 歯磨き を 行い、 口の中を 清潔にし て下さ い。
　 ・ 入浴し 、 体を 清潔に保っ て下さ い。
　 ・ 栄養のあるも のを し っ かり 食べて下さ い。
  ・ 以下の症状があれば外来を 受診し てく ださ い。
　 　 →38度以上の発熱
　 　 →悪心・ 嘔吐があり 食事だけでなく 水分も と れない
　 　 →その他急激な症状があり 自分では判断でき ない

・ 尿量測定はあり ません。

 ・ 治療中はでき るだけ安静にし 病棟から 出ないよう にし て下さ い。
   終了後は特に制限はあり ません。
 ・ 点滴の刺入部に傷みや腫れ、 赤みなどがあればすぐ に伝えてく ださ い。

・ 入院生活についての説明を し ます。
・ 今までの生活情報を お聞き し ます。
・ 入院のし おり にある物品に加えて以下の物を ご用意く ださ い
 □マスク
 □柔ら かい歯ブラ シ

 ・ 発熱のないかぎり 入浴し て頂いても 結構です。

化学療法を 受けら れる 方へ

神戸市立医療センタ ー中央市民病院

化学療法後

治
療

 ・ 医師より 病状、 検
査、
 治療の説明があり ま
す。
 ＊説明が遅く なる場合
が

 ・ 3日間治療薬を 点滴し ます。
 ・ 11時前後に治療の点滴が
   始まり ますので、 部屋でお待
   ち下さ い。

<<DYTODAY>>

 ・ 点滴治療はあり ません。
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